
防
衛
省
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
抄
）

（
採
用
等
）

第
六
十
七
条

予
備
自
衛
官
の
採
用
は
、
第
三
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
官
で
あ
つ
た
者
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者
の
志

願
に
基
づ
き
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
選
考
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
七
十
五
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
の
す
べ
て
を
修
了
し
た
者
は
、
修
了
の
日
の
翌
日
に
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
用
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
に
対
し
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
相
当
の
自
衛
官
の
階
級
を
指

定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
任
用
期
間
及
び
そ
の
延
長
）

第
六
十
八
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
者
の
任
用
期
間
は
、
任
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
と
す
る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
予
備
自
衛
官
（
第
七
十
条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
招
集
命
令
を
受
け
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
と
な
つ
て
い
る
者
を
含
む
。
）
が
そ
の
任
用

期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
志
願
を
し
た
と
き
は
、
引
き
続
き
三
年
を
任
用
期
間
と
し
て
、
こ
れ
を
予
備
自
衛
官
に
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
任

用
期
間
の
起
算
日
は
、
引
き
続
い
て
任
用
さ
れ
た
日
と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
予
備
自
衛
官
が
第
七
十
条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
招
集
命
令
を
受
け
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
と
な
つ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
自
衛

官
が
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
任
用
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
が
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
自
衛
官
が
第
七

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
六
月
以
内
の
期
間
を
限
り
、
そ
の
者

の
任
用
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

予
備
自
衛
官
が
第
七
十
条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
招
集
命
令
を
受
け
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
と
な
つ
て
い
た
期
間
は
、
予
備
自
衛
官
の
任
用
期
間
に
含
め

て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
昇
進
）

第
六
十
九
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
人
事
評
価
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
予
備
自
衛
官
を
、
そ
の
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
衛
官
の
階
級
よ
り
上
位
の
階
級

を
指
定
し
て
、
昇
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
選
考
そ
の
他
予
備
自
衛
官
の
昇
進
の
方
法
及
び
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
。

（
予
備
自
衛
官
の
呼
称
及
び
制
服
の
着
用
）



第
六
十
九
条
の
二

予
備
自
衛
官
は
、
そ
の
指
定
に
係
る
自
衛
官
の
階
級
名
に
予
備
の
文
字
を
冠
し
た
呼
称
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

予
備
自
衛
官
は
、
第
七
十
一
条
に
規
定
す
る
訓
練
招
集
命
令
を
受
け
て
訓
練
に
従
事
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
制
服
を
着
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
予
備
自
衛
官
は
、
次
の
場
合
に
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
制
服
を
着
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

自
衛
隊
の
行
な
う
儀
式
そ
の
他
公
の
儀
式
に
参
加
す
る
場
合

二

自
衛
隊
の
行
な
う
行
事
そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
行
事
に
参
加
す
る
場
合

（
防
衛
招
集
、
国
民
保
護
等
招
集
及
び
災
害
招
集
）

第
七
十
条

防
衛
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
予
備
自
衛
官
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
招
集
命
令
書
に
よ
る
招
集
命
令
を
発

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
又
は
事
態
が
緊
迫
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

防
衛
招
集
命
令
書
に
よ
る
防
衛
招
集
命
令

二

第
七
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二

号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
い
い
、
治
安
の
維
持
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
緊
急
対
処
保
護
措
置
（
同
法
第
百
七
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
保
護
措
置
を
い
い
、
治
安
の
維
持
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
た
め
部
隊
等
を
派
遣
す
る
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

国
民
保
護
等
招
集
命
令
書
に
よ
る
国
民
保
護
等
招
集
命
令

三

第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
部
隊
等
を
救
援
の
た
め
派
遣
す
る
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

災
害
招
集
命
令
書
に
よ
る
災
害
招
集
命
令

２

（
略
）

３

第
一
項
各
号
の
招
集
命
令
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
は
、
辞
令
を
発
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
招
集
に
応
じ
て
出
頭
し
た
日
を
も
つ
て
、
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る
階
級
の

自
衛
官
と
な
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
自
衛
官
の
員
数
は
、
防
衛
省
の
職
員
の
定
員
外
と
す
る
。

４
～
９

（
略
）

（
訓
練
招
集
）

第
七
十
一
条

防
衛
大
臣
は
、
所
要
の
訓
練
を
行
う
た
め
、
各
回
ご
と
に
招
集
期
間
を
定
め
て
、
予
備
自
衛
官
に
対
し
、
訓
練
招
集
命
令
書
に
よ
つ
て
、
訓
練
招
集
命
令
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
略
）

（
不
利
益
取
扱
の
禁
止
）

第
七
十
三
条

何
人
も
、
被
用
者
を
求
め
、
又
は
求
職
者
の
採
否
を
決
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
予
備
自
衛
官
で
あ
る
者
に
対
し
、
そ
の
予
備
自
衛
官
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

て
不
利
益
な
取
扱
を
し
て
は
な
ら
な
い
。



２

す
べ
て
使
用
者
は
、
被
用
者
が
予
備
自
衛
官
で
あ
る
こ
と
又
は
予
備
自
衛
官
に
な
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
者
を
解
雇
し
、
そ
の
他
こ
れ
に
対
し
て
不
利
益
な

取
扱
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
住
所
変
更
の
届
出
）

第
七
十
四
条

予
備
自
衛
官
は
、
住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
心
身
の
故
障
の
た
め
長
期
の
休
養
を
要
す
る
に
至
つ
た
と
き
、
又
は
心
身
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
と
き
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
衛
大
臣
に
対
し
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

予
備
自
衛
官
は
、
防
衛
招
集
、
国
民
保
護
等
招
集
若
し
く
は
災
害
招
集
又
は
訓
練
招
集
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
常
に
そ
の
所
在
を
同
居
の
親
族
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
者
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

予
備
自
衛
官
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
所
在
不
明
と
な
つ
た
と
き
は
、
前
項
の
同
居
の
親
族
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
衛
大
臣
に
対

し
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
用
除
外
）

第
七
十
五
条

第
四
十
一
条
、
第
三
節
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
一
条
か
ら
第
六
十
三
条
ま
で
並
び
に
前
節
の
規
定
は
、
予
備
自
衛
官
に

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訓
練
招
集
命
令
に
よ
り
招
集
さ
れ
て
い
る
予
備
自
衛
官
に
つ
い
て

は
、
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

２

第
四
十
一
条
、
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
三
条
並
び
に
前
節
の
規
定
は
、
第
七
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
自
衛
官
と
な
つ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
防
衛
招
集
、
国
民
保
護
等
招
集
、
治
安
招
集
及
び
災
害
等
招
集
）

第
七
十
五
条
の
四

防
衛
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
即
応
予
備
自
衛
官
に
対
し
、
当
該

各
号
に
定
め
る
招
集
命
令
書
に
よ
る
招
集
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
又
は
事
態
が
緊
迫
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

場
合

防
衛
招
集
命
令
書
に
よ
る
防
衛
招
集
命
令

二

第
七
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
又
は
緊
急
対
処
保
護
措
置
を
実
施
す
る
た
め
部
隊
等
を
派
遣
す
る
場
合

国
民
保
護
等
招
集
命
令
書
に
よ
る

国
民
保
護
等
招
集
命
令

三

第
七
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
治
安
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
又
は
事
態
が
緊
迫
し
、
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
治
安

出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合

治
安
招
集
命
令
書
に
よ
る
治
安
招
集
命
令

四

第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
部
隊
等
を
救
援
の
た
め
派
遣
す
る
場
合
又
は
第
八
十
三
条
の
二
若
し
く
は
第
八
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
部
隊
等
を
支
援
の
た
め
派

遣
す
る
場
合

災
害
等
招
集
命
令
書
に
よ
る
災
害
等
招
集
命
令

２

（
略
）



３

第
一
項
各
号
の
招
集
命
令
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
即
応
予
備
自
衛
官
は
、
辞
令
を
発
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
招
集
に
応
じ
て
出
頭
し
た
日
を
も
つ
て
、
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る
階

級
の
自
衛
官
と
な
つ
て
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
に
お
い
て
勤
務
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
自
衛
官
の
員
数
は
、
防
衛
省
の
職
員
の
定

員
外
と
す
る
。

４
～
７

（
略
）

（
訓
練
招
集
）

第
七
十
五
条
の
五

防
衛
大
臣
は
、
所
要
の
訓
練
を
行
う
た
め
、
各
回
ご
と
に
招
集
期
間
を
定
め
て
、
即
応
予
備
自
衛
官
に
対
し
、
訓
練
招
集
命
令
書
に
よ
つ
て
、
訓
練
招
集
命
令

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
訓
練
招
集
命
令
を
受
け
た
即
応
予
備
自
衛
官
は
、
指
定
の
日
時
に
、
指
定
の
場
所
に
出
頭
し
て
、
訓
練
招
集
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
招
集
期
間
は
、
一
年
を
通
じ
て
、
三
十
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
省
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。

４

第
七
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訓
練
招
集
命
令
を
受
け
た
即
応
予
備
自
衛
官
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
五
条
の
五
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


